
静岡県介護支援専門員キャリアラダー（評価表）

氏名： 事業所名： 評価日： レベル： Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ

※評価基準　　５点（100％できる）　　４点（80％以上できる）　　３点（60％以上できる）　　２点（40％以上できる）　　１点（20％以上できる）　　０点（20％未満）　　　※すべての大項目の平均点が３点以上で、そのレベルは到達とします

レベルⅠ
自己
評価

他者
評価

レベルⅡ
自己
評価

他者
評価

レベルⅢ
自己
評価

他者
評価

レベルⅣ
自己
評価

他者
評価

レベルⅤ
自己
評価

他者
評価

出典/用語の定義

1 1 1
人口変動と社会保
障制度の理解

指導を受けながら人口
変動と社会保障制度の
影響について理解する
ことができる

人口変動と社会保障制
度の影響について理解
することができる

人口変動と社会保障制
度の影響について充分
に説明することができる

人口変動と社会保障制
度の影響について、事
業所内の介護支援専門
員に指導できる

人口変動と社会保障制
度の影響について、地
域の介護支援専門員に
指導できる

（長）基本ｰ第1編第2章
第1節・第2編第1章第1
節

2
地域包括ケアシステ
ムの理解

指導を受けながら、地
域包括ケアシステムに
ついて理解することがで
きる

地域包括ケアシステム
について理解し、説明す
ることができる

地域包括ケアシステム
について充分に説明で
きる

地域包括ケアシステム
について、事業所内の
介護支援専門員に指導
できる

地域包括ケアシステム
について、地域の介護
支援専門員に指導でき
る

（日）専Ⅰｰ第2章第1節
（日）専Ⅱｰ第1章第2節

3
地域共生社会の理
解

指導を受けながら、地
域共生社会について理
解することができる

地域共生社会について
理解し、説明することが
できる

地域共生社会について
充分に説明できる

地域共生社会につい
て、事業所内の介護支
援専門員に指導できる

地域共生社会につい
て、地域内の介護支援
専門員に指導できる

(日）専Ⅱｰ第1章第2節
（日）主任ｰ第1章第1節

2 1
介護保険制度の基
本理念の理解

指導を受けながら、介
護の社会化と介護保険
制度の基本理念につい
て、理解することができ
る

介護の社会化と介護保
険制度の基本理念につ
いて理解し、説明するこ
とができる。

介護の社会化と介護保
険制度の基本理念につ
いて充分に説明できる

介護の社会化と介護保
険制度の基本理念につ
いて、事業所内の介護
支援専門員に指導でき
る

介護の社会化と介護保
険制度の基本理念につ
いて、地域の介護支援
専門員に指導できる

（長）基本ｰ第2編第2章
第1節

2
介護保険サービス
の理解

指導を受けながら、介
護保険サービスの内容
について理解することが
できる

介護保険サービスの内
容について理解し、説
明することができる

介護保険サービスの内
容について充分に説明
できる

介護保険サービスの内
容について、事業所内
の介護支援専門員に指
導できる

介護保険サービスの内
容について、地域の介
護支援専門員に指導で
きる

（長）基本ｰ第1章～第5
章

3
介護保険制度の最
新動向の理解

指導を受けながら、介
護保険制度の最新の動
向について、理解するこ
とができる

介護保険制度の最新の
動向について理解し、
説明することができる

介護保険制度の最新の
動向について充分に説
明できる

介護保険制度の最新動
向について、事業所内
の介護支援専門員に指
導できる

介護保険制度の最新動
向について、地域の介
護支援専門員に指導で
きる

（日）専Ⅰｰ第2章第1節
（日）専Ⅱｰ第1章第1節

4 社会資源の活用

指導を受けながら、ケア
マネジメントにおいてイ
ンフォーマルサポートも
含めた社会資源を活用
することができる

ケアマネジメントにおい
てインフォーマルサポー
トも含めた社会資源を
活用することができる

ケアマネジメントにおい
て適切にインフォーマル
サポートも含めた社会
資源を活用することがで
きる

インフォーマルサポート
も含めた社会資源を活
用したケアマネジメント
について、事業所内の
介護支援専門員に指導
できる

インフォーマルサポート
も含めた社会資源を活
用したケアマネジメント
について地域の介護支
援専門員に指導できる

（日）専Ⅰｰ第6章ｰ6
（日）専Ⅱｰ第1章第4節

3 1
医療保険制度の理
解

指導を受けながら、医
療保険制度と診療報酬
改定の動向を理解する
ことができる

医療保険制度と診療報
酬改定の動向を理解
し、説明することができ
る

医療保険制度と診療報
酬改定の動向について
充分に説明することが
できる

医療保険制度と診療報
酬改定の動向につい
て、事業所内の介護支
援専門員に指導できる

医療保険制度と診療報
酬改定の動向につい
て、地域の介護支援専
門員に指導できる

（日）専Ⅰｰ第6章ｰ6

2
成年後見制度・日常
生活自立支援事業
の理解

指導を受けながら、成
年後見制度・日常生活
自立支援事業について
理解することができる

成年後見制度・日常生
活自立支援事業につい
て理解し、説明すること
ができる

成年後見制度・日常生
活自立支援事業につい
て充分に説明すること
ができる

成年後見制度・日常生
活自立支援事業につい
て、事業所内の介護支
援専門員に指導できる

成年後見制度・日常生
活自立支援事業につい
て、地域の介護支援専
門員に指導できる

（日）・専Ⅰｰ第6章ｰ6

3
生活保護制度・所得
保障制度の理解

指導を受けながら、生
活保護制度・所得保障
制度について理解する
ことができる

生活保護制度・所得保
障制度について理解
し、説明することができ
る

生活保護制度・所得保
障制度について充分に
説明することができる

生活保護制度・所得保
障制度について、事業
所内の介護支援専門員
に指導できる

生活保護制度・所得保
障制度について、地域
の介護支援専門員に指
導できる

（日）専Ⅰｰ第6章ｰ6

4 障害者施策の理解

指導を受けながら、障
害者総合支援法を中心
とした障害者施策につ
いて理解できる

障害者総合支援法を中
心とした障害者施策に
ついて理解し、説明する
ことができる

障害者総合支援法を中
心とした障害者施策に
ついて充分に説明する
ことができる

障害者総合支援法を中
心とした障害者施策に
ついて、事業所内の介
護支援専門員に指導で
きる

障害者総合支援法を中
心とした障害者施策に
ついて、地域の介護支
援専門員に指導できる

（日）専Ⅰｰ第6章ｰ6
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静岡県介護支援専門員キャリアラダー（評価表）

氏名： 事業所名： 評価日： レベル： Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ
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レベルⅠ
自己
評価

他者
評価

レベルⅡ
自己
評価

他者
評価

レベルⅢ
自己
評価

他者
評価

レベルⅣ
自己
評価

他者
評価

レベルⅤ
自己
評価

他者
評価

出典/用語の定義

　　　年　　　月　　　日

大項目 中項目 小項目

2 1 1 話を聴く力
指導を受けながら相手
の話を聴くことができる

相手の話を聴くことがで
きる

相手の話を充分に聴く
ことができる

相手の話を聴くことがで
きるように、事業所内の
介護支援専門員に指導
できる

相手の話を聴くことがで
きるように、地域の介護
支援専門員に指導でき
る

（長）実務上ｰ第3章第2
節

2 質問する力
指導を受けながら、質
問することができる

必要な情報について質
問することができる

相手の気づきを得られ
るような質問を行うこと
ができる

質問する力を高められ
るように、事業所内の介
護支援専門員に指導で
きる

質問する力を高められ
るように、地域の介護支
援専門員に指導できる

（長）実務上ｰ第3章第2
節

3
非言語的コミュニ
ケーションの意識化

指導を受けながら、非
言語的コミュニケーショ
ンを意識してコミュニ
ケーションを行うことが
できる

非言語的コミュニケー
ションを意識してコミュニ
ケーションを行うことが
できる

非言語的コミュニケー
ションを意識して適切に
コミュニケーションを行う
ことができる

非言語的コミュニケー
ションを意識したコミュニ
ケーションについて、事
業所内の介護支援専門
員に指導できる

非言語的コミュニケー
ションを意識したコミュニ
ケーションについて、地
域の介護支援専門員に
指導できる

（長）実務上ｰ第3章第2
節

2 1
伝えたいことを明確
に話す

指導を受けながら、伝え
たいことを明確に話すこ
とができる

伝えたいことを明確に話
すことができる

伝えたいことを明確にし
て、適切に話すことがで
きる

伝えたいことを明確に話
せるように、事業所内の
介護支援専門員に指導
できる

伝えたいことを明確に話
せるように、地域の介護
支援専門員に指導でき
る

（長）実務上ｰ第3章第2
節

2 資料の作成
指導を受けながら、視
覚で理解できる資料を
作成することができる

視覚で理解できる資料
を作成することができる

視覚で理解できる充分
な資料を作成することが
できる

視覚で理解できる資料
の作成について、事業
所内の介護支援専門員
に指導できる

視覚で理解できる資料
の作成について地域の
介護支援専門員に指導
できる

（長）実務上ｰ第3章第2
節

3
聞き手を意識しなが
ら時間内に話す

指導を受けながら、聞き
手を意識して時間内に
話すことができる

聞き手を意識しながら
時間内に話すことがで
きる

聞き手を意識しながら
時間内で適切に話すこ
とができる

聞き手を意識しながら
時間内に話せるように、
事業所内の介護支援専
門員に指導できる

聞き手を意識しながら
時間内に話せるように、
地域の介護支援専門員
に指導できる

（長）実務上ｰ第3章第2
節

3 1
バイスティックの原
則の理解

指導を受けながら、バイ
スティックの原則を理解
することができる。

バイスティックの原則を
意識して、相談面接を
行うことができる

バイスティックの原則を
意識して、適切に相談
面接を行うことができる

バイスティックの原則を
意識した相談面接につ
いて、事業所内の介護
支援専門員に指導でき
る

バイスティックの原則を
意識した相談面接につ
いて、地域の介護支援
専門員に指導できる

（日）専Ⅰｰ第3章第2節

2 傾聴・受容・共感

指導を受けて相談面接
における傾聴・受容・共
感の意味を理解するこ
とができる

傾聴・受容・共感の意味
を理解して、相談面接を
行うことができる

傾聴・受容・共感の意味
を理解して、適切に相談
面接を行うことができる

相談面接における傾
聴・受容・共感の意味に
ついて、事業所内の介
護支援専門員に指導で
きる

相談面接における傾
聴・受容・共感の意味に
ついて地域の介護支援
専門員に指導できる

（長）実務上ｰ第3章第2
節

3 意図的な面接技術

指導を受けて相談面接
における面接技術の内
容を理解することができ
る

相談面接において、面
接技術を使うことができ
る

相談面接において、適
切に面接技術を使うこと
ができる

相談面接における面接
技術について、事業所
内の介護支援専門員に
指導できる

相談面接における面接
技術について地域の介
護支援専門員に指導で
きる

（日）専Ⅰｰ第3章第2節

4
面接におけるポジ
ショニング

指導を受けながら面接
におけるポジショニング
の意味を理解すること
ができる

面接におけるポジショニ
ングの意味を理解する
ことができる

相談面接においてポジ
ショニングを意識して面
接できる

面接におけるポジショニ
ングについて、事業所
内の介護支援専門員に
指導できる

面接におけるポジショニ
ングについて地域の介
護支援専門員に指導で
きる

（日）専Ⅰｰ第3章第2節
※ポジショニング～
面接者の位置取り
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静岡県介護支援専門員キャリアラダー（評価表）
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レベルⅠ
自己
評価

他者
評価

レベルⅡ
自己
評価

他者
評価

レベルⅢ
自己
評価

他者
評価

レベルⅣ
自己
評価

他者
評価

レベルⅤ
自己
評価

他者
評価

出典/用語の定義

　　　年　　　月　　　日

大項目 中項目 小項目

3 1 1
アセスメントの目的
や方法の理解

指導を受けながら、ｱｾｽ
ﾒﾝﾄの意義・目的や方法
が理解できる

ｱｾｽﾒﾝﾄの意義・目的や
方法が理解でき、説明
できる

ｱｾｽﾒﾝﾄの意義・目的や
方法を利用者に適切に
説明できる

ｱｾｽﾒﾝﾄの意義・目的や
方法について、事業所
内の介護支援専門員に
指導できる

ｱｾｽﾒﾝﾄの意義・目的や
方法について、地域の
介護支援専門員に指導
できる

（長）実務上ｰ 第6章第
2節・第7-②章第１節

2
アセスメントにおけ
る情報収集の内容
の理解

指導を受けながら、アセ
スメントにおける情報収
集の内容や目的を理解
できる

アセスメントにおける情
報収集の内容や目的を
理解し、実践できる

アセスメントにおける情
報収集の内容や目的を
理解し、多角的な視点
から情報収集が適切に
できる

アセスメントにおける情
報収集の内容や目的を
事業所内の介護支援専
門員に実践的な視点で
指導できる

アセスメントにおける情
報収集の内容や目的が
実践的な視点で、地域
の介護支援専門員に指
導できる

（長）実務上ｰ第7-②
章・第2節・第6節

3
アセスメントからニー
ズや課題を導き出す
技術の習得

指導を受けながら、顕
在化している課題と潜
在化している課題の意
味と導き方を理解できる

収集した情報から、顕在
化している課題と潜在
化している課題を導きだ
すことができる

収集した情報から、顕在
化している課題と潜在
化している課題を適切
に導きだすことができる

収集した情報から、顕在
化している課題と潜在
化している課題の意味
と導き方を事業所内の
介護支援専門員に指導
できる

収集した情報から、顕在
化している課題と潜在
化している課題の意味
と導き方を、地域の介護
支援専門員に指導でき
る

（長）実務上ｰ第7-②
章・第1節・第3節

4
利用者・家族の要望
や意向の確認

指導を受けながら、利
用者の悩みや要望、家
族の思いや考えも重要
な情報であることを理解
できる

利用者の悩みや要望、
家族の思いや考え、顕
在化していない要望をく
み取り、利用者の望む
暮らしを理解することが
でき、それを文章化でき
る

利用者の悩みや要望、
家族の思いや考え、顕
在化していない要望をく
み取り、利用者の望む
暮らしをわかりやすく適
切にフィードバックでき
る

利用者の悩みや要望、
家族の思いや考え、顕
在化していない要望も
重要な情報であること、
またそれをくみ取り、利
用者の望む暮らしを文
章化したり、利用者や家
族にフィードバックでき
るように事業所内の介
護支援専門員に指導で
きる

利用者の悩みや要望、
家族の思いや考え、顕
在化していない要望も
重要な情報であること、
またそれをくみ取り、利
用者の望む暮らしを文
章化したり、利用者や家
族にフィードバックでき
るように地域の介護支
援専門員に指導できる

（長）実務上ｰ第7-②
章・第5節

5
状態の維持・改善・
悪化の可能性の予
測

指導を受けながら、状
態の維持・改善・悪化の
可能性の予測をするこ
との意味が理解できる

状態の維持・改善・悪化
の可能性の予測がで
き、「課題整理総括表」
に記載できる

状態の維持・改善・悪化
の可能性の予測がで
き、重度化防止のプラン
ニングに適切につなげ
られる

状態の維持・改善・悪化
の可能性の予測につい
て、事業所内の介護支
援専門員に指導できる

状態の維持・改善・悪化
の可能性の予測につい
て、地域の介護支援専
門員に指導できる

（長）実務上ｰ第7-②章
全体・第7-②章・第7節　　　　　　　

6

介護支援専門員とし
ての専門的な判断
の根拠を説明でき
る。

介護支援専門員として
の専門的な判断の根拠
を指導者に説明できる

介護支援専門員として
の専門的な判断の根拠
をもって、支援ができる

困難なケースにおいて
も、介護支援専門員とし
て専門的な判断の根拠
をもって、適切な支援が
できる

介護支援専門員として
の専門的な判断の根拠
を説明できるように、事
業所内の介護支援専門
員に指導できる

介護支援専門員として
の専門的な判断の根拠
を説明できるように、地
域の介護支援専門員に
指導できる

（長）実務上ｰ第7-②章
全体

2 1
サービス計画の意
義と目的の理解

指導を受けながら、サー
ビス計画の意義と目的
が理解できる

サービス計画の意義と
目的を理解でき、説明
できる

サービス計画の意義と
目的を利用者に適切に
説明できる

サービス計画の意義と
目的について、事業所
内の介護支援専門員に
指導できる

サービス計画の意義と
目的について、地域の
介護支援専門員に指導
できる

(長) 実務上ｰ第７-③
章・第１節

2
サービス計画等の
様式における記載
の目的の理解

指導を受けながら、サー
ビス計画等の様式にお
ける記載の目的が理解
できる

サービス計画等の様式
における記載の目的が
理解でき、適切な記載
が実践できる

サービス計画等の様式
において適切な記載が
実践でき、利用者に説
明できる

サービス計画等の様式
における適切な記載に
ついて、事業所内の介
護支援専門員に指導で
きる

サービス計画等の様式
における適切な記載に
ついて、地域の介護支
援専門員に指導できる

(長) 実務上ｰ第6章・第
2節資料・第7-③章・第
2節

3
生活目標に応じた
サービスの提供

指導を受けながら、生
活目標達成のために必
要なサービスの位置づ
けについて理解できる

生活目標達成のために
必要な多様なサービス
の特色や位置づけにつ
いて理解できる

生活目標達成のため、
インフォーマルサービス
を含め、必要な多様な
サービスの特色につい
て利用者に説明し適切
に提供できる

生活目標達成のため、
インフォーマルサービス
を含め、必要な多様な
サービスを提供すること
を、事業所内の介護支
援専門員に指導できる

生活目標達成のため、
インフォーマルサービス
を含め、必要な多様な
サービスを提供すること
を、地域の介護支援専
門員に指導できる

(長) 実務上ｰ第7-②
章・第5節

4

課題解決に向けた
目標設定と自立を目
指したサービス計画
の作成

指導を受けながら、課
題解決に向けた目標設
定と自立を目指した
サービス計画の意味と
方法が理解できる

課題解決に向けた目標
設定と自立を目指した
サービス計画の意味と
方法が理解でき、作成
できる

課題解決に向けた目標
設定と自立を目指した
適切な内容のサービス
計画の作成が実践で
き、自立支援について
利用者に適切に説明で
きる

課題解決に向けた目標
設定と自立を目指した
サービス計画の意味と
方法について、事業所
内の介護支援専門員に
指導できる

課題解決に向けた目標
設定と自立を目指した
サービス計画の意味と
方法について、地域の
介護支援専門員に指導
できる

(長・)実務上ｰ第7-②
③章全体

3 1

サービス担当者会
議の意義と目的、
チームアプローチの
重要性の理解

指導を受けながら、サー
ビス担当者会議の意義
と目的、チームアプロー
チの重要性が理解でき
る

サービス担当者会議の
意義と目的、チームアプ
ローチの重要性が理解
でき、実践できる

サービス担当者会議の
意義と目的、チームアプ
ローチの重要性が利用
者に説明でき、適切に
実践できる

サービス担当者会議の
意義と目的、チームアプ
ローチの重要性につい
て、事業所内の介護支
援専門員に指導できる

サービス担当者会議の
意義と目的、チームアプ
ローチの重要性につい
て、地域の介護支援専
門員に指導できる

(長) 実務上ｰ第7-④章
第1節・第2節

2

サービス担当者会
議の開催準備及び
会議の進行ができ
る。

指導を受けながら、サー
ビス担当者会議開催の
プロセスに基づいた、開
催準備及び会議の進行
が理解できる

サービス担当者会議開
催のプロセスに基づい
た、開催準備及び会議
の進行、記録ができる

サービス担当者会議開
催目的に合わせた会議
が適切に実践できる

サービス担当者会議開
催のプロセスに基づい
た、開催準備及び会議
の進行、記録について、
事業所内の介護支援専
門員に指導できる

サービス担当者会議開
催のプロセスに基づい
た、開催準備及び会議
の進行、記録について、
地域の介護支援専門員
に指導できる

(長) 実務上ｰ第7-④章
第3節・第5節・第7節　

4 1
モニタリングの意義
と目的、手法の理解

指導を受けながら、モニ
タリングの意義と目的及
び手法の理解ができる

モニタリングの意義と目
的及び手法の理解がで
き、説明できる

モニタリングの意義と目
的及び手法が理解で
き、利用者に説明し適
切な実践ができる

モニタリングの意義と目
的及び手法について、
事業所内の介護支援専
門員に指導できる

モニタリングの意義と目
的及び手法について、
地域の介護支援専門員
に指導できる

(長) 実務上ｰ第7-②章
第8節　　第7-⑤章第１
節・第2節

2

目標に対する各
サービスの達成度
（効果）の検証と評
価

指導を受けながら、個
別サービス計画との整
合性の確認と目標に対
する各サービスの達成
度（効果）の検証の重要
性が理解できる

個別サービス計画との
整合性の確認と目標に
対する各サービスの達
成度（効果）の検証の重
要性が理解でき、評価
の実践できる

個別サービス計画との
整合性の確認と目標に
対する各サービスの達
成度（効果）の検証及び
評価が適切に実践でき
る

個別サービス計画との
整合性の確認と目標に
対する各サービスの達
成度（効果）の検証の重
要性と評価について、
事業所内の介護支援専
門員に指導できる

個別サービス計画との
整合性の確認と目標に
対する各サービスの達
成度（効果）の検証の重
要性と評価について、
地域の介護支援専門員
に指導できる

(長) 実務上ｰ第7-④章
第4節・第6節　第7-⑤
章第2節

3
モニタリング結果の
記録作成の意味と
重要性の理解

指導を受けながら、モニ
タリング結果の記録作
成の意味と重要性が理
解できる

モニタリング結果の記録
作成の意味と重要性が
理解でき、実践できる

モニタリング結果の記録
作成が適切にできる

モニタリング結果の記録
作成の意味と重要性に
ついて、事業所内の介
護支援専門員に指導で
きる

モニタリング結果の記録
作成の意味と重要性に
ついて、地域の介護支
援専門員に指導できる

(長) 実務上ｰ第7-⑤章
第4 節

4
サービス計画の再
作成を行う方法と技
術

指導を受けながら、モ二
タリング結果からサービ
ス計画の再作成を行う
意味と方法が理解でき
る

モニタリングﾞ結果から
サービス計画の再作成
を行う意味と方法が理
解ができ、実践できる

モニタリング結果から
サービス計画の再作成
が適切に実践できる

モニタリング結果から
サービス計画の再作成
を行う意味と方法につい
て、事業所内の介護支
援専門員に指導できる

モニタリング結果から
サービス計画の再作成
を行う意味と方法につい
て、、地域の介護支援
専門員に指導できる

(長) 実務上ｰ第７-⑤
章第5 節
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静岡県介護支援専門員キャリアラダー（評価表）

氏名： 事業所名： 評価日： レベル： Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ

※評価基準　　５点（100％できる）　　４点（80％以上できる）　　３点（60％以上できる）　　２点（40％以上できる）　　１点（20％以上できる）　　０点（20％未満）　　　※すべての大項目の平均点が３点以上で、そのレベルは到達とします

レベルⅠ
自己
評価

他者
評価

レベルⅡ
自己
評価

他者
評価

レベルⅢ
自己
評価

他者
評価

レベルⅣ
自己
評価

他者
評価

レベルⅤ
自己
評価

他者
評価

出典/用語の定義

　　　年　　　月　　　日

大項目 中項目 小項目

4 1 1
疾患別の指導の視
点

指導を受けながら疾患
による予後予測ができ
る

疾患による予後予測が
できる

疾患による予後予測が
でき、他職種へ情報提
供ができる

疾患による予後予測が
でき事業所内の介護支
援専門員にアドバイス
ができる

疾患による予後予測が
でき指導内容を地域の
介護支援専門員へ指
導、研修を企画すること
ができる

(長)実務下ｰ第15章
(日)専Ⅱｰ第5章
(日)主任ｰ第7章第4
節・第7章第2節

2
疾患・障害別のリハ
ビリテーション方法

要介護者の疾患を理解
できる

疾患・障害に必要なリハ
ビリテーションを要介護
者へ説明できる

要介護者の疾患・障害
に必要なリハビリテー
ションを理学療法士等と
連携を図り説明できる

要介護者の疾患・障害
に必要なリハビリテー
ションを理学療法士等と
連携を図り説明できる。
理学療法士等との連携
方法等を事業所内の介
護支援専門員に指導が
できる

要介護者の疾患・障害
に必要なリハビリテー
ションを理学療法士等と
連携を図り説明できる。
理学療法士等との連携
方法等を地域の介護支
援専門員に指導ができ
る

（日）専Ⅰｰ第6章ｰ1　
（日）専Ⅱｰ第2章ｰ1

3
介護予防の考え方
や方法

介護予防方法を指導を
受けながら説明できる

介護予防方法を根拠を
持って説明・指導できる

介護予防方法をケース
ごとに組み立てることが
でき、常に介護予防、自
立支援に立った視点で
マネジメントしている

介護予防方法をケース
ごとに組み立てることが
でき、常に介護予防、自
立支援に立った視点の
マネジメントを事業所内
の介護支援専門員に指
導できる

介護予防方法をケース
ごとに組み立てることが
でき、常に介護予防、自
立支援に立った視点の
マネジメントを地域の介
護支援専門員に指導で
きる

(長)実務上ｰ第2章
(日）主任ｰ第1章第1節

2 1
在宅療養の継続支
援

指導を受けながら、在
宅療養の継続支援方法
を提案できる

在宅療養の継続支援方
法を提案できる

医療依存度が高い要介
護者でも在宅療養の継
続支援方法をマネジメ
ントできる

在宅療養の継続支援方
法を事業所内の介護支
援専門員に指導ができ
る

在宅療養の継続支援方
法を地域の介護支援専
門員に指導できる

（日）専門Ⅱ・第2章ｰ2
（日）主任・第3章第1節

2
在宅医療の体制づく
り

在宅医療に必要な体制
を指導を受けながら作
ることができる

在宅医療に必要な体制
を理解し、体制作りがで
きる

在宅医療に必要な体制
を理解し、処遇困難
ケースでの体制づくりが
できる

在宅医療に必要な体制
づくり方法等を事業所内
の介護支援専門員に指
導できる

在宅医療に必要な体制
づくりについて地域の介
護支援専門員に指導で
きる

（日）主任ｰ第7章第2節
（日）専Ⅱｰ第2章ｰ2

3

利用者の望む生活
の実現に向けた
チームアプローチの
実践

指導を受けながら、利
用者の望む生活の実現
に向けたチームアプ
ローチの意義と目的、
方法が理解できる

利用者の望む生活の実
現に向けたチームアプ
ローチの意義と目的、
方法が理解でき、実践
できる

多問題を抱えた事例に
おいても、利用者の望
む生活の実現に向けた
チームアプローチが実
践できる

利用者の望む生活の実
現に向けたチームアプ
ローチの意義と目的、
方法について、事業所
内の介護支援専門員に
指導できる

利用者の望む生活の実
現に向けたチームアプ
ローチの意義と目的、
方法について、地域の
介護支援専門員に指導
できる

（長）実務上・第8章

3 1
コーディネート力の
理解

指導を受けながら、コー
ディネート力の必要性を
理解できる

コーディネート力の必要
性を理解できる

コーディネート力の必要
性を充分に理解できる

コーディネート力につい
て、事業所内の介護支
援専門員に指導できる

コーディネート力につい
て、地域の介護支援専
門員に指導できる

（長） 実務上・第9章第
3節・第5節
※コーディネート～各
機関を調整して全体
がうまくいくように整え
ること

2
コーディネート力の
活用

指導を受けながら、コー
ディネート力を活用でき
る

コーディネート力を活用
できる

コーディネート力を適切
に活用できる

コーディネート力の活用
について、事業所内の
介護支援専門員に指導
できる

コーディネート力の活用
について、地域の介護
支援専門員に指導でき
る

（長） 実務上・第9章第
3節・第5節

4 1
利用者・家族間との
ネゴシエーション（交
渉）能力

指導を受けながら、利
用者・家族間での意向
の相違等の際にネゴシ
エーション（交渉）の必
要性を理解できる

利用者・家族間での意
向の相違等の際にネゴ
シエーション（交渉）を実
践できる

利用者・家族間での意
向の相違等の際にネゴ
シエーション（交渉）を適
切に実践できる

利用者・家族間での意
向の相違等の際のネゴ
シエーション（交渉）力に
ついて、事業所内の介
護支援専門員に指導で
きる

利用者・家族間での意
向の相違等の際のネゴ
シエーション（交渉）力に
ついて、地域の介護支
援専門員に指導できる

(日)専Ⅰｰ第6章ｰ⑤
※ネゴシエーション～
交渉（相手と取り決め
るために話し合う）、折
衝

2

フォーマルサービ
ス・インフォーマル
サービス間とのネゴ
シエーション（交渉）
力

指導を受けながら、
フォーマルサービス・イ
ンフォーマルサービス間
とのネゴシエーション
（交渉）の必要性を理解
できる

フォーマルサービス・イ
ンフォーマルサービス間
とのネゴシエーション
（交渉）を実践できる

フォーマルサービス・イ
ンフォーマルサービス間
とのネゴシエーション
（交渉）を適切に実践で
きる

フォーマルサービス・イ
ンフォーマルサービス間
とのネゴシエーション
（交渉）力について、事
業所内の介護支援専門
員に指導できる

フォーマルサービス・イ
ンフォーマルサービス間
とのネゴシエーション
（交渉）力について、地
域内の介護支援専門員
に指導できる

（長）実務上ｰ第8章

平均点 ##### ##### ##### ##### ##### ##### ##### ##### ##### #####

　
多
職
種
協
働
チ
ー
ム
活
用
力

　
医
療
・
看
護
の
知
識

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
と
活
用

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
能
力

ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

(

交
渉

）
能

力

38

39

123 208 378

40

124

125

209

210

293

294 379

295

21112641 296 381

38229721212742

43 128 213 298 383

380

44 129 214 299 384

38530021513045

46 131 216 301 386

38730221713247
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静岡県介護支援専門員キャリアラダー（評価表）

氏名： 事業所名： 評価日： レベル： Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ

※評価基準　　５点（100％できる）　　４点（80％以上できる）　　３点（60％以上できる）　　２点（40％以上できる）　　１点（20％以上できる）　　０点（20％未満）　　　※すべての大項目の平均点が３点以上で、そのレベルは到達とします

レベルⅠ
自己
評価

他者
評価

レベルⅡ
自己
評価

他者
評価

レベルⅢ
自己
評価

他者
評価

レベルⅣ
自己
評価

他者
評価

レベルⅤ
自己
評価

他者
評価

出典/用語の定義

　　　年　　　月　　　日

大項目 中項目 小項目

5 1 1
自身の経験を振り返
り言語化できる

指導を受けながら、自
身の経験を振り返り言
語化できる

自身の経験を振り返り
言語化できる

自身の経験を振り返り
言語化し、実践に活か
すことができる

自身の実践を振り返り
言語化する意義につい
て、事業所内の介護支
援専門員に指導できる

自身の実践を振り返り
言語化する意義につい
て地域の介護支援専門
員に指導できる

(日)専Ⅰｰ第1章第2節

2
自身の経験を事例と
してまとめる

指導を受けながら、自
身の経験を事例として
まとめることができる

自身の経験を事例とし
てまとめることができる

自身の経験を読み手が
理解できるように、事例
としてまとめることがで
きる

自身の経験を事例とし
てまとめることができる
ように、事業所内の介
護支援専門員に指導で
きる

自身の経験を事例とし
てまとめられるよう、地
域の介護支援専門員に
指導できる

(日)専Ⅰｰ第1章第2節

2 1
失敗したことを振り
返り、課題を明確に
する

指導を受けながら、失
敗したことを振り返り、
課題を明確にすること
ができる

失敗したことを振り返
り、課題を明確にし、言
語化することができる

失敗したことを充分に振
り返り、課題を明確に
し、言語化することがで
きる

失敗したことを振り返
り、課題を明確にするこ
とができるように、事業
所内の介護支援専門員
に指導できる

失敗したことを振り返
り、課題を明確にするこ
とができるように、地域
の介護支援専門員に指
導できる

(日)専Ⅰｰ第1章第2節

2
自身の課題に取り
組む

指導を受けながら、自
身の課題に取り組むこ
とができる

自身の課題に取り組む
ことができる

自身の課題に充分に取
り組むことができる

自身の課題に取り組む
ことができるように、事
業所内の介護支援専門
員に指導できる

自身の課題に取り組む
ことができるように、地
域の介護支援専門員に
指導できる

(日)専Ⅰｰ第1章第2
節・第3節

3 1
自身の感情を理解
する

指導を受けながら、自
身の感情を理解するこ
とができる

自身の感情を理解する
ことができる

自身の感情を充分に理
解し、ケアマネジメント
実践することができる

自身の感情を理解する
ことができるように、事
業所内の介護支援専門
員に指導できる

自身の感情を理解する
ことができるように、地
域の介護支援専門員に
指導できる

(長)実務上ｰ第3章第2
節

2
自身の価値観を理
解する

指導を受けながら、自
身の価値観を理解する
ことができる

自身の価値観を理解す
ることができる

自身の価値観を充分に
理解し、ケアマネジメン
ト実践することができる

自身の価値観を理解す
ることができるように、
事業所内の介護支援専
門員に指導できる

自身の価値観を理解す
ることができるように、
地域の介護支援専門員
に指導できる

(長)実務上ｰ第3章第2
節

3
感情転移・逆転移を
意識する

指導を受けながら、感
情転移・逆転移を意識
することができる

感情転移・逆転移を意
識することができる

感情転移・逆転移を適
切に意識して、ケアマネ
ジメント実践することが
できる

感情転移・逆転移を意
識できるように、事業所
内の介護支援専門員に
指導できる

感情転移・逆転移を意
識できるように、地域の
介護支援専門員に指導
できる

(長)実務上ｰ第3章第5
節
※感情転移～利用者
が援助者に抱く感情
※逆転移～援助者が
利用者に抱く感情

4
多様な価値観の理
解

指導を受けながら、多
様な価値観があることを
理解できる

多様な価値観があるこ
とを理解できる

多様な価値観があるこ
とを充分に理解して、ケ
アマネジメント実践を行
うことができる

多様な価値観があるこ
との理解を、事業所内
の介護支援専門員に指
導できる

多様な価値観があるこ
との理解を、地域の介
護支援専門員に指導で
きる

（長）実務上ｰ第3章第4
節

平均点 ##### ##### ##### ##### ##### ##### ##### ##### ##### #####

　
省
察
的
思
考
力

　
経
験
の
意
味
づ
け

　
失
敗
に
学
ぶ

　
自
己
理
解

48 133 218 303 388

49 134 219 304 389

39030522013550

51 136 221 306 391

39230722213752

53 138 223 308 393

394

395

30922413954

55 140 225 310
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静岡県介護支援専門員キャリアラダー（評価表）

氏名： 事業所名： 評価日： レベル： Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ

※評価基準　　５点（100％できる）　　４点（80％以上できる）　　３点（60％以上できる）　　２点（40％以上できる）　　１点（20％以上できる）　　０点（20％未満）　　　※すべての大項目の平均点が３点以上で、そのレベルは到達とします

レベルⅠ
自己
評価

他者
評価

レベルⅡ
自己
評価

他者
評価

レベルⅢ
自己
評価

他者
評価

レベルⅣ
自己
評価

他者
評価

レベルⅤ
自己
評価

他者
評価

出典/用語の定義

　　　年　　　月　　　日

大項目 中項目 小項目

6 1 1
学習課題の発見に
ついての理解

指導を受けながら、学
習課題の発見について
考えることができる

学習課題の発見につい
て理解し、自身の課題
を明確にできる

学習課題の発見につい
て理解し、自身の課題
への対応を考え実践で
きる

自身の学習課題を発見
し、対応できるようきる
よう、事業所内の介護
支援専門員に指導でき
る

自身の学習課題を明確
にし、対応できるようき
るよう、地域の介護支援
専門員に指導できる

（日）専Ⅰｰ第1章3節、
第7章
（日）主任ｰ第9章(日）

2 継続的学習の理解

指導を受けながら継続
的学習について理解で
きる

継続的学習について理
解し、実践できる

継続的学習について理
解し、適切に実践できる

継続的学習について理
解し、事業所内の介護
支援専門員に指導でき
る

継続的学習について理
解し、地域の介護支援
専門員に指導できる

(日）専Ⅰｰ第1章3節

2 1
事例検討の必要性
の理解

指導を受けながら事例
検討の必要性について
理解し参加できる

事例検討の必要性を理
解し、検討会への参加、
事例を出すことができる

事例検討必要性を理解
し、検討会への参加、事
例を出すことができ、実
践に生かすことができる

事例検討必要性を理解
し、（実践にいかすため
の検討会への参加、事
例が出せるよう）事業所
内の介護支援専門員に
指導ができる

事例検討必要性を理解
し、（実践にいかすため
の検討会への参加、事
例が出せるよう）地域の
介護支援専門員に指導
ができる

（日）主任ｰ第9章
（日）専Ⅰｰ第1章2節
※事例検討～事例を
通してどのように対応
すべきかを参加者で
考えていく

2
事例研究の必要性
の理解

指導を受けながら事例
研究の必要性について
理解し参加できる

事例研究の必要性を理
解し、個別課題の普遍
化、地域課題へつなげ
ることを意識できる

個別課題の普遍化か
ら、地域課題を明らかに
することができる

地域課題に対して介護
支援専門員が果たすべ
き役割、ネットワーク構
築の意義を理解し実践
できる

地域課題に対して介護
支援専門員が果たすべ
き役割、ネットワーク構
築の意義を理解し地域
の介護支援専門員に指
導できる

（日）主任ｰ第9章
※事例研究～事例検
討で出た課題を類似
事例にもあるかないか
など普遍化した上で、
ケアマネジメント共通
の原理・原則、地域課
題を導き出し、原因や
背景、対応策等を検
討する

3 1

スーパービジョンの
機能（管理・教育・支
持・評価）について
の理解

指導を受けながらスー
パービジョンの機能につ
いて理解できる

スーパービジョンの機能
について、バイジーとし
て実践・効果について理
解できる

スーパービジョンの機能
について、バイザーとし
て実践・効果について充
分に理解できる

スーパービジョンの機能
について、バイザーとし
て実践・効果について事
業所内の介護支援専門
員に指導できる

スーパービジョンの機能
について、バイザーとし
て実践・効果について理
解し、地域の介護支援
専門員に指導できる

（日）専一ｰ第7章2節
主任ｰ第8章

2
スーパービジョンの
種類と特徴の理解

指導を受けながらスー
パービジョンの種類と特
徴について理解できる

スーパービジョンの種類
と特徴についてバイ
ジーとして、理解ができ
る

スーパービジョンの種類
と特徴についてバイ
ザーとして、理解ができ
る

スーパービジョンの種類
と特徴について理解し、
バイザーとして事業所
内の介護支援専門員に
指導できる

スーパービジョンの種類
と特徴について理解し、
地域の介護支援専門員
に指導できる

（日）専一ｰ第7章2節
主任ｰ第8章

3
スーパーバイザー・
バイジーの理解

指導を受けながらバイ
ザーとバイジーについて
理解できる

スーパーバイザー・バイ
ジーについて、バイジー
の立場を理解し実践で
きる

スーパーバイザー・バイ
ジーについて、バイザー
の立場を理解し実践で
きる

スーパーバイザー・バイ
ジーについて、バイザー
として事業所内の介護
支援専門員に指導でき
る

スーパーバイザー・バイ
ジーについて理解し地
域の介護支援専門員に
指導できる

（日）専一ｰ第7章2節
主任ｰ第8章

4
スーパービジョンの
展開

指導を受けながらスー
パービジョンの展開を理
解できる

スーパービジョンの展開
を理解し、実践できる

スーパービジョンの展開
を理解し、適切に実践で
きる

スーパービジョンの展開
を理解し、事業所内の
介護支援専門員に指導
できる

スーパービジョンの展開
を理解し、地域の介護
支援専門員に指導でき
る

（日）専一ｰ第7章2節
主任ｰ第8章

平均点 ##### ##### ##### ##### ##### ##### ##### ##### ##### #####

　
生
涯
学
習
・
教
育
力

　
学
習
課
題
の
発
見

　
基
本
の
反
復

　
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

39656 141 226 311

57 142 227 312 397

398313

314 399

228

229

14358

59 144

40023014560

63

62

61 146 231 316 401

402317232147

148 233 318 403

315
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静岡県介護支援専門員キャリアラダー（評価表）

氏名： 事業所名： 評価日： レベル： Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ

※評価基準　　５点（100％できる）　　４点（80％以上できる）　　３点（60％以上できる）　　２点（40％以上できる）　　１点（20％以上できる）　　０点（20％未満）　　　※すべての大項目の平均点が３点以上で、そのレベルは到達とします

レベルⅠ
自己
評価

他者
評価

レベルⅡ
自己
評価

他者
評価

レベルⅢ
自己
評価

他者
評価

レベルⅣ
自己
評価

他者
評価

レベルⅤ
自己
評価

他者
評価

出典/用語の定義

　　　年　　　月　　　日

大項目 中項目 小項目

7 1 1

介護保険制度の基
本理念における自
立支援に資するケア
マネジメントの役割
の理解

指導を受けながら、介
護保険制度の基本理念
における自立支援に資
するケアマネジメントの
役割を理解している

介護保険制度の基本理
念における自立支援に
資するケアマネジメント
の役割を理解し、実践
できる

介護保険制度の基本理
念における自立支援に
資するケアマネジメント
の役割を理解し、適切
に実践できる

介護保険制度の基本理
念における自立支援に
資するケアマネジメント
の役割について事業所
内の介護支援専門員に
指導できる

介護保険制度の基本理
念における自立支援に
資するケアマネジメント
の役割について地域の
介護支援専門員に指導
できる

（長）実務上ｰ第１章第
１節・2節・第2章第１
節・４節

2

利用者の望む暮らし
についての自己決
定・自己選択の尊重
と支援

指導を受けながら、利
用者の望む暮らしにつ
いての自己決定・自己
選択の尊重と支援が実
践できる

利用者の望む暮らしに
ついての自己決定・自
己選択の尊重と支援が
実践できる

利用者の望む暮らしに
ついての自己決定・自
己選択の尊重と支援が
適切に実践できる

利用者の望む暮らしに
ついての自己決定・自
己選択の尊重と支援に
ついて事業所内の介護
支援専門員に指導でき
る

利用者の望む暮らしに
ついての自己決定・自
己選択の尊重と支援に
ついて地域の介護支援
専門員に指導できる

（長）実務上ｰ第1章第1
節・2節・第2章第１節・
4節

3

自己決定を最大限
尊重するための調
整機能と代弁機能
の理解

指導を受けながら、自
己決定を最大限尊重す
るための調整機能と代
弁機能について理解し
ている

自己決定を最大限尊重
するための調整機能と
代弁機能について理解
し、実践できる

自己決定を最大限尊重
するための調整機能と
代弁機能について理解
し、適切に実践できる

自己決定を最大限尊重
するための調整機能と
代弁機能について理解
し、事業所内の介護支
援専門員に指導できる

自己決定を最大限尊重
するための調整機能と
代弁機能について、地
域の介護支援専門員に
指導できる

（長）実務上ｰ第1章第1
節・2節・第2章第１節・
4節

4

利用者の意欲・潜在
能力・強みを引き出
す支援の重要性の
理解

指導を受けながら、利
用者の意欲・潜在能力・
強みを引き出す支援の
重要性について理解す
ることができる

利用者の意欲・潜在能
力・強みを引き出す支
援の重要性について理
解し、実践できる

利用者の意欲・潜在能
力・強みを引き出す支
援の重要性について理
解し、適切に実践できる

利用者の意欲・潜在能
力・強みを引き出す支
援の重要性について事
業所内の介護支援専門
員に指導できる

利用者の意欲・潜在能
力・強みを引き出す支
援の重要性について地
域の介護支援専門員に
指導できる

（長）実務上ｰ第1章第1
節・2節・第2章第１節・
4節

2 1
介護支援専門員とし
ての倫理の理解

指導を受けながら、介
護支援専門員に必要な
倫理について理解する
ことができる

介護支援専門員に必要
な倫理について理解す
ることができる

介護支援専門員に必要
な倫理について充分に
理解することができる

介護支援専門員に必要
な倫理について事業所
内の介護支援専門員に
指導できる

介護支援専門員に必要
な倫理について地域の
介護支援専門員に指導
できる

（長）実務上ｰ第4章第1
節～第9節

2
介護支援専門員倫
理綱領の理解

指導を受けながら、介
護支援専門員倫理綱領
について理解することが
できる

介護支援専門員倫理綱
領について理解できる

介護支援専門員倫理綱
領について充分に理解
することができる

介護支援専門員倫理綱
領について事業所内の
介護支援専門員に指導
できる

介護支援専門員倫理綱
領について地域の介護
支援専門員に指導でき
る

（長）実務上ｰ第4章第1
節～第9節

3
ケアマネジメント業
務で起こりうる倫理
的課題の理解

指導を受けながら、ケア
マネジメント業務で起こ
りうる倫理的課題につい
て理解することができる

ケアマネジメント業務で
起こりうる倫理的課題に
ついて理解することがで
きる

ケアマネジメント業務で
起こりうる倫理的課題に
ついて充分に理解する
ことができる

ケアマネジメント業務で
起こりうる倫理的課題に
ついて事業所内の介護
支援専門員に指導でき
る

ケアマネジメント業務で
起こりうる倫理的課題に
ついて地域の介護支援
専門員に指導できる

（長）実務上ｰ第4章第
１節～第9節

4
チームケアを行う際
の倫理の必要性の
理解

指導を受けながら、チー
ムケアを行う際の倫理
の必要性について理解
できる

チームケアを行う際の
倫理の必要性について
理解できる

チームケアを行う際の
倫理の必要性について
適切に理解できる

チームケアを行う際の
倫理の必要性について
事業所内の介護支援専
門員に指導できる

チームケアを行う際の
倫理の必要性について
地域の介護支援専門員
に指導できる

（長）実務上ｰ第4章第
１節～第9節

3 1 社会的信頼の確立

指導を受けながら、社
会に果たす役割を自覚
し、社会の信頼を得られ
るように努力している

社会に果たす役割を自
覚し、社会の信頼を得ら
れるように努力し、実践
できる

社会に果たす役割を自
覚し、社会の信頼を得ら
れるように十分に努力
し、実践できる

社会に果たす役割を自
覚し、社会の信頼を得ら
れるように努力の必要
性について事業所内の
介護支援専門員に指導
できる

社会に果たす役割を自
覚し、社会の信頼を得ら
れるように努力の必要
性について地域の介護
支援専門員に指導でき
る

（長）実務上ｰ第4章第
１節～第9節
(長)専Ⅰｰ第4章第1～
4節

2

自分自身も身体的・
精神的・社会的に安
定し仕事に向かうこ
とができるように努
力することの必要性
の理解

指導を受けながら、自
分自身も身体的・精神
的・社会的に安定し仕
事に向かうことができる
ように努力する必要性
があることを理解できる

自分自身も身体的・精
神的・社会的に安定し
仕事に向かうことができ
るように努力する必要
性があることを理解し、
実践できる

自分自身も身体的・精
神的・社会的に安定し
仕事に向かうことができ
るように努力する必要
性があることを理解し、
充分実践できる

自分自身も身体的・精
神的・社会的に安定し
仕事に向かうことができ
るように努力する必要
性があることを理解し、
事業所内の介護支援専
門員に指導できる

自分自身も身体的・精
神的・社会的に安定し
仕事に向かうことができ
るように努力する必要
性があることを理解し、
地域の介護支援専門員
に指導できる

（長）実務上ｰ第4章第
１節～第9節
(長)専Ⅰｰ第4章第1～
4節
（日）主任第4章第1節
～4節

3
苦情の意義と対応
の効果についての
理解

指導を受けながら、苦
情の意義と対応の効果
について理解できる

苦情の意義と対応の効
果について理解できる

苦情の意義と対応の効
果について理解し、適
切に実践できる

苦情の意義と対応の効
果について理解し、事
業所内の介護支援専門
員に指導できる

苦情の意義と対応の効
果について理解し、地
域の介護支援専門員に
指導できる

(長)専Ⅰｰ第3章第1節
（日）主任第5章第1節
～5節

4

組織内・地域内の介
護支援専門員及び
関係事業者等と情
報交換・意見をする
ことにより、介護支
援専門員としての信
念を形成できること
を理解

指導を受けながら、組
織内・地域内の介護支
援専門員及び関係事業
所等と情報交換・意見を
することにより、介護支
援専門員としての信念
を形成できることを理解
している

組織内・地域内の介護
支援専門員及び関係事
業所等と情報交換・意
見をすることにより、介
護支援専門員としての
信念を形成できることを
理解している

組織内・地域内の介護
支援専門員及び関係事
業所等と情報交換・意
見をすることにより、介
護支援専門員としての
信念を形成できることを
充分理解している

組織内・地域内の介護
支援専門員及び関係事
業所等と情報交換・意
見をすることにより、介
護支援専門員としての
信念を形成できることを
事業所内の介護支援専
門員に指導できる

組織内・地域内の介護
支援専門員及び関係事
業所等と情報交換・意
見をすることにより、介
護支援専門員としての
信念を形成できることを
地域の介護支援専門員
に指導できる

（長）実務上ｰ第8章第
１節～第8節
（長）実務上ｰ第10章第
１節～第6節
(長)専Ⅰｰ第5章第1～
3（日）主任第7章第1節
～5節

5

利用者の思いを尊
重し、それに沿うよう
なケアマネジメント
することに妥協しな
いように努力するこ
との理解

指導を受けながら、利
用者の思いを尊重し、そ
れに沿うようなケアマネ
ジメントすることに妥協
せず努力することにつ
いて理解している

利用者の思いを尊重
し、それに沿うようなケ
アマネジメントすること
に妥協せず努力するこ
とについて理解している

利用者の思いを尊重
し、それに沿うようなケ
アマネジメントすること
に妥協せず努力するこ
とについて理解し、実践
している

利用者の思いを尊重
し、それに沿うようなケ
アマネジメントすること
に妥協せず努力するこ
とについて事業所内の
介護支援専門員に指導
できる

利用者の思いを尊重
し、それに沿うようなケ
アマネジメントすること
に妥協せず努力するこ
とについて地域の介護
支援専門員に指導でき
る

（長）実務上ｰ第2章第
１節～第4節
（長）実務上ｰ第4章第
１節～第9節

6
地域資源の開発の
必要性についての
理解

指導を受けながら、地
域資源の開発の必要性
についての理解できる

地域資源の開発の必要
性についての理解し、
実践できる

地域資源の開発の必要
性についての理解し、
適切に実践できる

地域資源の開発の必要
性についての理解し、
事業所内の介護支援専
門員に指導できる

地域資源の開発の必要
性についての理解し、
地域の介護支援専門員
に指導できる

（長）実務上ｰ第11章第
１節～第5節
（日）主任第6章第1節
～4節
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静岡県介護支援専門員キャリアラダー（評価表）

氏名： 事業所名： 評価日： レベル： Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ

※評価基準　　５点（100％できる）　　４点（80％以上できる）　　３点（60％以上できる）　　２点（40％以上できる）　　１点（20％以上できる）　　０点（20％未満）　　　※すべての大項目の平均点が３点以上で、そのレベルは到達とします

レベルⅠ
自己
評価

他者
評価

レベルⅡ
自己
評価

他者
評価

レベルⅢ
自己
評価

他者
評価

レベルⅣ
自己
評価

他者
評価

レベルⅤ
自己
評価

他者
評価

出典/用語の定義

　　　年　　　月　　　日

大項目 中項目 小項目

8 1 1

地域づくりの意義と
コミュニティソール
シャルワークの基本
的な考え方について
の理解

指導を受けながら、地
域づくりの意義とコミュ
ニティソーシャルワーク
の基本的な考え方つい
て理解できる。

地域づくりの意義とコ
ミュニティソーシャル
ワークの基本的な考え
方ついて理解できる。

地域づくりの意義とコ
ミュニティーシャルワー
クの基本的な考え方つ
いて理解し、地域に対し
適切に理解できる。

地域づくりの意義とコ
ミュニティーシャルワー
クの基本的な考え方つ
いて、事業所内の介護
支援専門員に指導でき
る。

地域づくりの意義とコ
ミュニティーシャルワー
クの基本的な考え方つ
いて、地域の介護支援
専門員に指導できる。

(長)実務上ー第9章第5
節
（日）専Ⅰｰ第3章3節
（日）主任ｰ第6章1節

2
コミュニティーシャル
ワークの基本的な機
能と展開の実践

指導を受けながら、コ
ミュニティソーシャル
ワークの基本的な機能
と展開について実践で
きる。

コミュニティソーシャル
ワークの基本的な機能
と展開について実践で
きる。

コミュニティソーシャル
ワークの基本的な機能
と展開について理解し、
適切に地域に対し実践
できる。

コミュニティソーシャル
ワークの基本的な機能
と展開について、事業
所内の介護支援専門員
に指導できる。

コミュニティーシャル
ワークの基本的な機能
と展開について、地域
の介護支援専門員に指
導できる。

（日）専Ⅰｰ第3章3節
（日）主任ｰ第6章1節

2 1
地域アセスメントの
視点と地域課題の
捉え方の理解

指導を受けながら、地
域アセスメントの視点と
地域課題の捉え方につ
いて理解できる。

地域アセスメントの視点
と地域課題の捉え方に
ついて理解できる。

地域アセスメントの視点
と地域課題の捉え方に
ついて適切に理解でき
る。

地域アセスメントの視点
と地域課題の捉え方の
理解について事業所内
の介護支援専門員に指
導できる。

地域アセスメントの視点
と地域課題の捉え方の
理解について地域の介
護支援専門員に指導で
きる。

(長)実務上ー第9章第5
節
（日）専Ⅰｰ第3章3節
（日）主任ｰ第6章2節

2
地域アセスメントの
視点と地域課題の
捉え方の実践

指導を受けながら、地
域アセスメントの視点と
地域課題の捉え方につ
いて実践できる。

地域アセスメントの視点
と地域課題の捉え方に
ついて実践できる。

地域アセスメントの視点
と地域課題の捉え方に
ついて適切に実践でき
る。

地域アセスメントの視点
と地域課題の捉え方の
実践について事業所内
の介護支援専門員に指
導できる。

地域アセスメントの視点
と地域課題の捉え方の
実践について地域の介
護支援専門員に指導で
きる。

(長)実務上ー第9章第5
節
（日）専Ⅰｰ第3章3節
（日）主任ｰ第6章2節

3 1
地域のネットワーク
作りの目的とその方
法の理解

指導を受けながら、地
域のネットワーク作りの
目的とその方法につい
て理解ができる。

地域のネットワーク作り
の目的とその方法につ
いて理解ができる。

地域のネットワーク作り
の目的とその方法につ
いて、充分に理解でき
る。

地域のネットワーク作り
の目的とその方法の理
解について、事業所内
の介護支援専門員に指
導できる。

地域のネットワーク作り
の目的とその方法の理
解について、地域の介
護支援専門員に指導で
きる。

(長)実務上ー第9章第5
節
（日）専Ⅰｰ第3章3節
（日）主任ｰ第6章6節

2
地域のネットワーク
作りの目的とその方
法の実践

指導を受けながら、地
域のネットワーク作りの
目的とその方法につい
て実践ができる

地域のネットワーク作り
の目的とその方法につ
いて実践ができる。

地域のネットワーク作り
の目的とその方法につ
いて理解し、地域と適切
にネットワークが形成で
きる。

地域のネットワーク作り
の目的とその方法の実
践について、事業所内
の介護支援専門員に指
導できる。

地域のネットワーク作り
の目的とその方法の実
践について、地域の介
護支援専門員に指導で
きる。

(長 )実務上ー第9章第
5節
（日）専Ⅰｰ第3章3節
（日）主任ｰ第6章3節

4 1

地域ケア会議にお
ける介護支援専門
員の役割について
の理解

指導を受けながら、地
域ケア会議の機能と重
要性と、それを担うべき
介護支援専門員の役割
についての理解できる

地域ケア会議の機能と
重要性と、それを担うべ
き介護支援専門員の役
割についての理解でき
る。

地域ケア会議の機能と
重要性と、それを担うべ
き介護支援専門員の役
割について充分理解で
きる。

地域ケア会議の機能と
重要性と、それを担うべ
き介護支援専門員の役
割について事業所内の
介護支援専門員に指導
できる。

地域ケア会議の機能と
重要性と、それを担うべ
き介護支援専門員の役
割について、地域の介
護支援専門員に指導で
きる。

(長)実務上ー第9章第4
節
（日）専Ⅰｰ第2章2節３
節（日）専Ⅰｰ第3章4節
（日）主任ｰ第6章4節

2

地域ケア会議にお
ける介護支援専門
員の役割について
の実践

指導を受けながら、地
域ケア会議の機能と重
要性、それを担うべき介
護支援専門員の役割に
ついて実践できる

地域ケア会議の機能と
重要性、それを担うべき
介護支援専門員の役割
について実践できる。

地域ケア会議の機能と
重要性、それを担うべき
介護支援専門員の役割
について適切に実践で
きる。

地域ケア会議の機能と
重要性と、それを担うべ
き介護支援専門員の役
割について実践できる
よう事業所内の介護支
援専門員に指導でき
る。

地域ケア会議の機能と
重要性と、それを担うべ
き介護支援専門員の役
割について、地域の介
護支援専門員に実践で
きるよう指導できる。

(長)実務上ー第9章第4
節
（日）専Ⅰｰ第2章2節・3
節（日）専Ⅰｰ第3章4節
（日）主任ｰ第6章4節
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